
普通科の魅力化に向けた検討の進め方について 

 

１ 昨年度の状況 

部会を ２ 回開催し 、「探究的な学びの充実」「コース制のあり方」「普通教育

を主とする学科における普通科以外の学科の新設」について意見交換を行っ た。 

 

 

今後一段と 生徒数が減少し ていく 中で、一人一人の学びのニーズも 多様化し

ているこ と から 、各高校が今後も 子供たちに選ばれる学校であり 続けるために

は、「この高校に通えばこれが学べる、こういうことが経験できる。」といった

特色を一層積極的に打ち出す必要がある。  

 

２ 今年度の検討事項 

（１）コース制のあり方 

普通科の魅力化・ 特色化への対応と し て導入を進めてき たコ ース制につい

て、成果の検証と ニーズの把握を 行い、今後のコ ース制のあり 方を 検討する。 

検討の内容 

コ ース制についての調査結果を 踏まえ、 以下の事項について議論する。  

〇 コ ース制の成果と 課題を踏まえた普通科の魅力化・ 特色化につなが

るコ ース制のあり 方や設置コ ースについて 

〇 中学生・ 保護者のニーズに応えるコ ース制のあり 方や設置コ ースに

ついて 

 

（２）各高校の特色化を後押しする方策 

   検討のイ メ ージ  

〇 特色ある取組事例を事務局で収集し 、それら の取組のねら い、効果、

課題などを整理し て議論。  

〇 特色ある取組を 効果的に発信し ている 事例を 事務局で収集し 、 対象

者、 手法などを整理し て議論。  
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１ 普通科におけるコース制とは 

〇 生徒の多様なニーズに応えるため、 普通科の教育課程に体験的・ 実践的な

専門科目等を ３ 年間で 10～18 単位程度取り 入れている。  

〇 2002 年度に初めて情報活用コ ース、福祉実践コ ース、国際コ ミ ュ ニケーシ

ョ ンコ ースを 設置し その後順次拡大し た。 さ ら に、 一部で総合学科や専門

学科への改編を行っ てき た。  

南陽（ 情報活用・ 福祉実践→総合学科）、 瀬戸北総合・ 岡崎東（ 福祉実践→総合学科） 

豊田東（ 国際ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ→総合学科）、 豊橋西（ 情報活用→総合学科）  

尾北（ 国際ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ→英語科→国際教養科）  

刈谷北（ 国際理解→国際教養科→国際探究科） ､瑞陵・ 岡崎北（ ｺｽﾓｻｲｴﾝｽ→理数科）  

〇 2024 年度は 29 校に設置さ れている （ コ ースの種類は 19 種類）。  

 

２ コース制の検証 

  本年５ 月から ６ 月にかけて、 コ ースを 設置する 高校の校長にアン ケート と

ヒ アリ ングを 実施し た。  

 

(１) 良さ 

〇 生徒自ら が選択し て学んでいるため、 進路目標が明確であっ たり 、 学習へ

の満足度が高かっ たり する。  

〇 コ ースの教育内容を 軸と し て、地域や大学等と 積極的に連携を 進めるこ と

ができ る。  

〇 生徒の興味・ 関心や進路希望に応じ た少人数教育が可能と なる 。  

〇 専門学科でなく ても 、 一定程度の専門的な教育が受けら れる 。  

〇 コ ースで学ぶこ と で得た知識や新し い視点が、大学での学びや社会に出て

から も 役立つ。  

〇 校内外で成果を 発表する 機会が多く 、プレ ゼンテーショ ン能力を 身につけ

るこ と ができ る。  
    

 コース制は、普通科の魅力化・特色化をすすめるうえで、有効な取組とい

える。 

(２) 課題 

〇 定員が充足し ない。  

〇 時代の変化に伴い、 コ ースの種類によ っ ては教育内容が一般化・ 標準化し

ている 。  

〇 １ 学年 20 人から 40 人と 小規模なのでコ ースの活動が目立たない。  

〇 カ リ キュ ラ ムが異なるため、 コ ース選択後に他のコ ースや類型に変更でき

ない。  

〇 設置し ている地域や学校が限ら れているため、 生徒の居住地によっ ては学

びたいコ ースに通えない。  

〇 地域や大学等と の連携に係る調整など、 授業準備に関する教員の負担が大

き い。  

 

   こうした課題を改善するとともに、時代のニーズにあったコースに見直し、

さらなる魅力化・特色化に取り組む必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース制のあり方について 
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１ 概要 

  本年６ 月に県立普通科高校に事例を 把握するための調査を 実施し 、 さ ら に

コ ース設置校を始めと する一部の高校長にはヒ アリ ングも 実施し た。  

  回答のあっ た取組のう ち 主なも のを 、「 授業における取組」「 授業以外での

取組」「 魅力を 地域や中学校へ周知する際の工夫や取組」 に整理し た。  

 

２ 特色ある取組事例 

（１）授業における取組 

① 地域・大学等と連携して実施している取組 

〇 愛知大学と の高大連携によ り 、総合的な探究の時間で、大学生から 助言  

や指導を も ら っ ている。（ 天白）  

〇 総合的な探究の時間で、 市内観光ボラ ン ティ ア等の地域人材の協力を

得ながら フ ィ ールド ワーク を 実施し た。 昨年度は愛知大学キャ リ ア支

援セン タ ーと の連携・ 協働で市の魅力創出プロ ジェ ク ト に参画し た。

（ 津島東）  

〇 科目「 公共」 の授業時に、阿久比町と タ イ アッ プし て模擬選挙を 実施し

ている。（ 阿久比）  

〇 近隣の中学校の教員を 対象に、 相互に授業参観と 協議会を し ている 。  

（ 豊野）  

〇 総合的な探究の時間を「 グローカ ル・ スタ ディ ーズ」 と いう 学校独自の

名称で、 広い視野と 探究心や教養の獲得などを 目的と し て取り 組んで

いる。１ ，２ 年生は学年末に他県の高校と オンラ イ ン合同発表会を 開催

し ている。（ 安城東）  

 
 

 
 
② 校内・教員で工夫して実施している取組 

〇 総合的な探究の時間で、社会課題やキャ リ ア形成におけるテーマを設定

し 、 ク ラ スを 横断し たグループで議論・ 討論を 行っ ている 。（ 千種）  

〇 １ 年生での総合的な探究の時間を 「「 理数探究基礎」 で代替し ている。そ

こ では、グループごと に仮説を 立て、実験やアンケート で得ら れたデー

タ に基づいて検証し 、 成果を 校内で発表し ている。（ 松蔭）  

〇 Ｎ Ｉ Ｅ（ 新聞を教材と し て活用する 教育活動） や体験型プロ グラ ムで探

究活動の充実を図っ ている。（ 春日井西）  

〇 総合的な探究の時間で、キャ リ ア教育と リ ンク し て、「 なり たい自分」、

すなわち 自己実現のために自ら 学ぶ目的を 考えさ せる 機会を 創出し て

いる。（ 江南）  

〇 家庭科で、 防災教育の一環と し て、 空き 缶を使っ た炊飯「「 サバメ シ（ サ

バイ バルメ シ）」 を作る時間を 設けている。（ 西春）  

〇 ３ 年間を 通し た探究活動（ Ｎ ラ ボ） を 実施し ている。（ 丹羽）  

〇 総合的な探究の時間に、新たなプロ グラ ム「「 Ｂ Ｒ Ｉ Ｄ Ｇ Ｅ（ ＝架け橋）」

を 開始し 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を テーマと し た課題発見型の探究学習に取り 組ん

でいる。２ 年生の夏休みにはフ ィ ールド ワーク を 実施し 、年度末には、

学年ごと に成果発表会を 開催し ている 。（ 一宮南）  

〇 単元ごと の授業マネジメ ン ト シート を 作成し 、 評価の観点の明確化と

授業ごと の振り 返り を し ている。（ 知立東）  

  

各普通科高校の特色ある取組事例について 
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(２) 授業以外での取組 

〇 課外探究活動と し て、希望者を 対象に授業後にフ ィ ールド ワーク を行っ

ている 。 研究結果は成果報告書にまと めている。（ 千種）  

〇 緑区の区政運営に関する会議など地域の活動に積極的に参加し ている 。

（ 鳴海）  

〇 読書の啓発活動や知的好奇心を高める取組を 通し て、図書館の充実を 図

っ ている。（ 名古屋南）  

〇 応募が全国規模の「 短歌大賞」 や、 地域住民や中学生の見学を 受け入れ

ている 「 図書館まつり 」 を実施し ている。（ 瀬戸）  

〇 保護者会で、 生徒自身がタ ブレッ ト 端末を 活用し て、 保護者と 担任に向

けて、「 なり たい自分」 についてプレ ゼン を し ている。（ 江南）  

〇 現地集合形式の探究型修学旅行・ 遠足を 実施し ている 。（ 津島東）  

〇 「 ホームカ ミ ングデー」 と 称し た、 ５ ０ 歳を 迎えた卒業生による講義・

講演を 実施し ている。（ 横須賀）  

〇 生徒を 主体と し た他校・ 異校種と 協働する 防災教育を 実践し ている 。  

（ 大府）  

〇 普通科＝教養科と いう コ ンセプト に基づき 、東京大学と 連携し たオンラ

イ ン教養セミ ナーを 実施し ている。（ 安城東）  

〇 地域活動部が、三州瓦の鬼師、自動車部品メ ーカ ーと 共同で企画し た金

型を 使っ た鯛焼き を 販売し ている。（ 高浜）  

 
 
 
 

 
 
(３) 魅力を地域や中学校へ周知する際の工夫や取組 

〇 同じ 予算でも 多く の部数を 作成でき るよ う に、 学校案内を Ａ ５ サイ ズに

小さ く し て近隣中学校に配付し た。（ 高蔵寺）  

〇 「 中学生のための学校開放日」 を 設定し 、 中学生に校内を 自由に見学し

ても ら っ ている。（ 高蔵寺）  

〇 体験入学で、 付き 添いの保護者に対し て、 Ｐ Ｔ Ａ 役員によ る「 保護者目

線の個別相談」 を計画し ている。（ 丹羽）  

〇 イ ン スタ グラ ムを 教員監督のも と 、 生徒に投稿管理さ せている 。 生徒の

目線で興味や関心が持てる 内容を 投稿するこ と で学校の魅力が伝えら れ

るよ う にし ている。（ 豊野）  

〇 １ 年生へ入学動機アン ケート を 実施し ている 。 結果を 集約・ グラ フ 化し

て近隣中学校へ情報提供し ている。（ 安城東）  

 

３ 今後の活用方法 

全県立高校に上記の特色ある 取組事例を 周知し 、 各学校が取り 組む魅力

化・ 特色化に役立てても ら う 。  

ま た、 各学校の特色ある 取組を 、 県教育委員会のホームページ、 Ⅹ（ 旧

Twi t t er ）） 等を活用し て広く Ｐ Ｒ し ていく 。  

 

  



愛知県立高校における普通科コース制一覧 

コース 学校 
設置 

年度 

募集 

人員 

 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
日進※ 2002 20 

英語の基礎学力の向上を図ると と も に、 外国事情等に関する幅広い知識を習得し 、 コ ミ ュ ニケーショ ン能力や国際化社会に適応できる能力を育成し 、 国際感覚を磨く 。  
阿久比 2005 40 

国際理解 

中村 2019 40 

我が国及び諸外国の歴史・ 文化・ 言語に対する理解を深め、 国際社会に積極的に参加するために必要な素養を身に付けた人材を育成する。  

一宮西 2017 40 

津島 2007 40 

常滑 2006 40 

安城東 2018 40 

豊橋東 2006 40 

情報活用 安城南 2006 40 コ ンピュ ータ を活用し た情報処理の方法や、 イ ンタ ーネッ ト 等による新し い情報伝達方法を学習し 、 高度情報通信社会で生活するのに役立つ力を育成する。  

情報ビジネス 

尾西 2017 40 

情報科目に職業科目を加えた教育課程を編成し 、 資格取得を目指し て I CT 機器の活用能力等の向上を図る。  
東浦 2019 40 

衣台 2018 40 

一色 2018 40 

自然探究 田口 2006 20 野外調査や野外体験学習を通し て、 郷土についての理解を深めると と も に、 環境に関する基礎的な知識を身に付け、 自然環境を保護する態度を 育成する。  

自然科学 加茂丘 2009 40 実験・ 実習等を通し て、 自然科学の基本的な概念、 原理・ 法則などについての系統的な理解を深め、 今後の自然科学研究を支える人材を育成する。  

人間環境 日進※ 2007 20 実習や体験活動を通し て、 人と 人を取り 巻く 環境と のかかわり について理解を深めると と も に人間のより よい生活を支える環境のあり 方について学ぶ。  

環境防災 海翔※ 2015 40 人間と 自然科学と の関係についての学習に加え、 自然災害や防災に関する学習を行い、 防災や減災についての実践力を磨き 、 防災リ ーダーの人材を育成する。  

教育 
半田東 2018 20 

大学等と の連携のも と 、 幅広い教養、 人間性、 社会性、 道徳性など教員に求めら れる資質を身に付けた人材を育成する。  
豊橋南 2018 40 

子ども発達 武豊 2018 40 大学等と の連携のも と 、 幼児教育の場で必要と さ れる基本的な知識を学ぶと と も に、 保護者に求めら れる人間性、 社会性の資質を 備えた人材を 育成する。  

福祉実践 
一宮北※ 2010 20 

福祉に関する基礎的な科目の学習や実習を 通し て、 高齢社会における福祉実践の具体的方法を学習すると と も に、 人を思いやる心や奉仕の精神を育成する。  
福江※ 2003 20 

福祉探究 一宮北※ 2017 20 大学等と の連携のも と 、 上級学校への進学を視野に入れた教育課程を編成し 、 障碍者福祉や特別支援教育に係る分野等で活躍でき る人材を育成する。  

医療・看護 
豊田 2017 40 

大学・ 専門学校や病院と の連携のも と 、 医療・ 看護の仕事についての学習や体験的な活動を通じ て、 社会に貢献でき る医療・ 看護者を育成する。  
長久手 2018 20 

美術 東郷 2017 20 美術の幅広い創造活動を通し て、 芸術文化についての理解を深めると と も に、 感性を高め、 創造性と 豊かな表現力を備えた人材を 育成する。  

創造表現 名古屋西 2018 40 演劇・ ダンス・ 情報表現の授業で、 コ ミ ュ ニケーショ ン能力やプレゼンテーショ ン能力などの表現力を育成し 、 グローバル社会に通用する人材を育成する。  

理数 春日井 2022 40 理数教科に関する専門的な学習や探究的な活動により 、 も のづく り 愛知の持続可能な開発を支えるリ ーダーと し て活躍でき る人材を育成する。  

観光ビジネス 
足助 2023 20 

観光資源を生かし た体験的学習などを通し て、 おも てなし の心と 確かな学力を身に付けた、 幅広く 地域を支える人材を育成する。  
福江※ 2018 20 

企業連携 
守山 2022 40 

職業学科の科目や地域産業界と 連携し た実習を単位認定する教育システムにより 、 地域企業の即戦力と なる人材を育成する。  
幸田 2022 40 

スポーツ 海翔※ 2005 40 運動の合理的な実践や理解を通し て健康の増進や体力の向上を図り 、 健康な生活を送る能力を育てると と も に、 生涯通じ てスポーツに親し む態度を育成する。  

※複数のコ ースを設置する高校 
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